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(57)【要約】
エレクトロルミネセント（ＥＬ）単向視認、シースルー
のグラフィックスパネルが、一様な導電性コーティング
を備えた光透過性材料、典型的には透明なプラスティッ
ク材料、のシートを含む。上記光透過性材料のシートを
部分的に覆う印刷パターンが、「ＥＬランプ」を形成す
るために、エレクトロルミネセントインクシステムを含
む。図案は、パネルの一方の側からは可視であるが、他
方の側からは可視ではないように、印刷パターンの上に
重ねられ、あるいは印刷パターンの一部を形成する。図
案は一様な色でありうるが、典型的には多重色のグラフ
ィックの画像である。電流を印加された時、ＥＬランプ
は図案を照明する。光透過性材料が透明な場合、その印
刷されていない部分によってパネルの他方の側からの透
視が可能である。典型的には、暗く着色した不透明なマ
スク層、好ましくは黒い層は、パネルの他方の側の方向
に面して、他の印刷パターン層をマスキングし、良好な
透視を可能にする。
【選択図】図９



(2) JP 2009-502016 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パネルの一方の側面からは可視であり、パネルの他方の側面からは可視でない図案と、
　一方の側面が前記パネルの前記一方の側面に面し、他方の側面が前記パネルの前記他方
の側面に面する２つの側面を有する無孔の光透過性材料のシートと、を含み、
　前記シートが、
　前記シートの前記他方の側面の領域全体上の光透過性の導電性コーティングと、
　前記導電性コーティングに適用された、前記パネルを、印刷された部分及び印刷されな
い部分へ細分する印刷パターンと、を含み、
　前記印刷パターンが、
　印刷されたエレクトロルミネセントインク層、印刷された誘電体インク絶縁層、及び印
刷パターン導電性インク層を有するエレクトロルミネセントインクシステムを含み、
　前記図案が、前記印刷パターンの一部の上に重ねられ、或いは前記印刷パターンの一部
を形成し、
　前記図案が、透明又は半透明の図案層を含み、
　前記導電性コーティング及び前記印刷パターン導電性インク層が、電源に接続され、
　前記エレクトロルミネセントインク層が、前記導電性コーティング及び前記印刷パター
ン導電性インク層を通る電流によって照明されることが可能であり、
　前記エレクトロルミネセントインク層の照明が、前記図案を照明するエレクトロルミネ
セント単向視認パネル。
【請求項２】
　前記光透過性材料が、透明である請求項１に記載のパネル。
【請求項３】
　暗く着色した層が、前記光透過性材料から遠い側の、前記印刷パターンの表面に適用さ
れる請求項１または請求項２に記載のパネル。
【請求項４】
　前記暗く着色した層が、黒い請求項３に記載のパネル。
【請求項５】
　前記暗く着色した層が、前記パネルの前記他方の側面からの前記印刷されたエレクトロ
ルミネセントインク層の可視性をマスクするように、前記印刷されたエレクトロルミネセ
ントインク層にオーバーラップする請求項３または請求項４に記載のパネル。
【請求項６】
　前記図案層が、前記エレクトロルミネセントインク層から遠い側の、前記光透過性物質
の前記一方の側面に適用される請求項１～請求項５の何れか一項に記載のパネル。
【請求項７】
　前記パネルが、前記光透過性材料のシートの前記一方の側面に隣接して配置される光透
過性材料の別のシートを含み、
　前記図案層が、前記光透過性材料の別のシートに適用される請求項１～請求項５の何れ
か一項に記載のパネル。
【請求項８】
　前記光透過性物質の別のシートが、透明である請求項７に記載のパネル。
【請求項９】
　前記図案層が、前記光透過性材料のシートから遠い側の、前記光透過性材料の別のシー
トの側面に適用される請求項７または請求項８に記載のパネル。
【請求項１０】
　前記図案層が、前記光透過性材料の別のシートの、前記光透過性材料のシートに隣接す
る側面に適用される請求項７または請求項８に記載のパネル。
【請求項１１】
　前記図案層が、前記印刷パターンと位置合わせされている請求項１～請求項１０の何れ
か一項に記載のパネル。
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【請求項１２】
　前記図案層が、ピン位置合わせシステムによって前記印刷パターンに位置合わせされる
請求項７～請求項１１の何れか一項に記載のパネル。
【請求項１３】
　前記ピン位置合わせシステムが、前記光透過性材料のシート、及び前記光透過性材料の
別のシートを一体に保持する請求項１２に記載のパネル。
【請求項１４】
　保護オーバーラミネートが、前記光透過性材料の前記他方の側面に印刷された層に適用
される請求項１～請求項１３の何れか一項に記載のパネル。
【請求項１５】
　透明材料のフロントカバーシートが、前記パネルの前記一方の側面の上に配置される請
求項１～請求項１４の何れか一項に記載のパネル。
【請求項１６】
　透明材料の支持シートが、前記パネルの前記他方の側面の上に配置される請求項１～請
求項１５の何れか一項に記載のパネル。
【請求項１７】
　前記シートのすべてが、ピン位置合わせシステムによって一体に保持される請求項７～
請求項１５の何れか一項に記載のパネル。
【請求項１８】
　前記パネルが、クリップシステムによって支持される請求項１～請求項１７の何れか一
項に記載のパネル。
【請求項１９】
　前記電源が、インバータによって提供される請求項１～請求項１８の何れか一項に記載
のパネル。
【請求項２０】
　乳白色のインク層が、前記光透過性材料及び前記図案層の間に適用される請求項１～請
求項１９の何れか一項に記載のパネル。
【請求項２１】
　前記パネルから得られた横断面セクションが、前記他方の側面に一様な導電性コーティ
ングでコーティングされた前記光透過性材料のシートを含み、
　前記シートが、２つの外側のエッジを有し、
　前記印刷パターンが、前記導電性コーティングに直接に適用され、
　前記印刷パターンが、エレクトロルミネセントインク層、誘電体インク絶縁層、及び導
電性インク層を含む少なくとも３つの層を含み、
　前記横断面が、前記シートの印刷されている部分及び前記シートの印刷されていない部
分を交互に含み、
　前記印刷されている部分の各々が、２つの外側のエッジを有し、
　複数の前記印刷されている部分の各々が、前記エレクトロルミネセントインク層の一部
、前記誘電体インク絶縁層の一部、及び前記導電性インク層の一部を含むように、構成さ
れ配置され、
　複数の前記印刷されている部分の各々が、前記エレクトロルミネセントインク層の前記
一部の２つの外側のエッジ、前記誘電体インク絶縁層の前記一部の２つの外側のエッジ、
及び前記導電性のインク層の前記一部の２つの外側のエッジを含み、
　複数の前記印刷されている部分の各々において、前記誘電体インク絶縁層の前記一部が
、前記エレクトロルミネセントインク層の前記一部及び前記導電性インク層の前記一部の
間に配置され、
　前記エレクトロルミネセントインク層の前記一部の前記２つの外側のエッジ、及び前記
導電性インク層の前記一部の前記２つの外側のエッジがそれぞれ、前記誘電体インク絶縁
層の前記一部の前記２つの外側のエッジ内に配置され、
　複数の前記印刷されている部分の前記２つの外側のエッジの間の平均幅が、１センチメ
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ートル未満である請求項１～請求項２０の何れか一項に記載のパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレクトロルミネセント（ＥＬ）単向視認、シースルー（see-through）グ
ラフィックスパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　GB 2 165 292 (Hill)は単向視認、シースルーのグラフィックスパネルを開示している
。該パネルは、光透過性材料、不透明なシルエットパターン、及び図案を含む。図案は、
パネルの一方の側からは可視であるが、パネルの他方の側からは可視ではないように、シ
ルエットパターンの上に重ねられ、またはシルエットパターンの一部を形成する。さらに
、GB 2 165 292は、その発明によって可能にされた多くの視覚制御オプションあるいは効
果を開示している。実際に使用される最も一般的な視覚制御効果は、パネルの一方の側か
らは視認可能な図案と、他方の側からはパネルを通過する良好な視界とを提供する単向視
認パネルである。図案は、典型的には、他方の側の方向に面するシルエットパターンの黒
い層を有する。
【０００３】
　エレクトロルミネセントパネルが公知であり、また、エレクトロルミネセントインクシ
ステムも公知である。
【０００４】
　US 6,242,076 (Andriash)は、単向視認パネルを提供する有孔のエレクトロルミネセン
トパネルを説明している。該パネルは、典型的には、自己接着性のビニール（ポリ塩化ビ
ニール）材料、及び、厚さの全体にわたって穿孔されている連続的な一様なエレクトロル
ミネセントシステム層をベースとしている。また、この有孔のアセンブリは、透明又は半
透明の図案によって画像を与えられる。
【０００５】
　EP 0 858 399及びWO 02/070269は、希望の図案色が単向視認パネルの観察者に見えるよ
うにするために、従来の印刷方式によって印刷された重なるインク層の不可避な位置合わ
せの不足を管理する方法を開示している。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、エレクトロルミネセント単向視認パネルは、パネルの一方の側面から
は可視であり、パネルの他方の側面からは可視でない図案と、一方の側面が上記パネルの
上記一方の側面に面し、他方の側面が上記パネルの上記他方の側面に面する２つの側面を
有する無孔の光透過性材料のシートとを含む。上記シートが、該シートの他方の側面の領
域全体上の光透過性の導電性コーティングと、上記導電性コーティングに適用された、印
刷されている部分及び印刷されていない部分へパネルを細分する印刷パターンとを含む。
上記印刷パターンが、印刷されたエレクトロルミネセントインク層、印刷された誘電体イ
ンク絶縁層、及び印刷パターン導電性インク層を有するエレクトロルミネセントインクシ
ステムを含む。上記図案が、上記印刷パターンの一部の上に重ねられ、あるいは上記印刷
パターンの一部を形成し、上記図案が、透明又は半透明の図案層を含む。上記導電性コー
ティング及び上記印刷パターン導電性インク層が、電源に接続され、上記エレクトロルミ
ネセントインク層が、上記導電性コーティング及び上記印刷パターン導電性インク層を通
る電流によって照明されることが可能であり、上記エレクトロルミネセントインク層の照
明が、上記図案を照明する。
【０００７】
　光透過性材料は、典型的には、クリアで透明の膜あるいは半硬式のシート材料を含む。
該膜又はシートは、典型的には、一方の側では塗布がなく、他方の側では光透過性の導電
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性コーティングで本質的に一様にスパッターコーティングされるポリエステル膜である。
該光透過性の導電性コーティングは、典型的には、インジウム酸化錫（ＩＴＯ）のクリア
で透明な導電性コーティングである。商業上入手可能な予め塗布を施された光透過性材料
はＴ－Ｍｏｘ（ＩＳＴ／Ｂｅｋａｅｒｔの登録商標）である。用語「無孔」は、ピン位置
決めシステム、固定化システム、あるいは他の目的のための離散的な穴を排除しない。
【０００８】
　印刷パターンのドット、ライン、あるいは他の要素は、図案に依存しない。可視性が、
パターンのドット、ラインあるいは他の要素の間の透明な部分によって提供されるが、任
意のパネルの近くに立っている観察者がパネルから離れると、観察者は、図案を見ること
ができるが、パターンの個々のドット、ラインあるいは他の要素をもはや識別できない位
置にいずれ到達する。
【０００９】
　エレクトロルミネセントインクシステムは、所望の印刷パターンで、典型的にはライン
のパターンで、光透過性材料の導電性塗布を施された側面の上に印刷される。印刷された
ライン間の、残された印刷されていないギャップは、透明材料の印刷されていない部分を
通した実質的にクリアな視界を可能にする。
【００１０】
　エレクトロルミネセントインクシステムは、典型的には、印刷パターン内に重ねられた
３つの印刷された層を含む：
　　（ｉ）光透過性材料の導電的に塗布された面に直接に適用されるエレクトロルミネセ
ントインク層（一般に「けい光体（phosphor）」として知られている）、
　　（ｉｉ）誘電体（電気的に絶縁する）インク層、及び
　　（ｉｉｉ）典型的には、誘電体インク層上に印刷された導電性の銀インクである印刷
パターン導電性インク層（一般に「後板」として知られている）。
【００１１】
　誘電体インク層は、印刷パターン導電性インク層のエッジをオーバーラップして、印刷
パターン導電性インク層が一様な導電性コーティングから完全に絶縁されることを保証す
る。
【００１２】
　エレクトロルミネセントインクシステム層がパネルの背面から見られるのをマスキング
し、且つ、システムがシースルーのグラフィックスパネルとして最も効果的に動作するこ
とを可能にするために、典型的には、暗い不透明なマスク層（典型的に黒インク）が提供
される。該マスク層は、他の印刷パターン層をオーバーラップするために適用される。こ
れにより、他方の側から見られた時、不透明な暗いマスク層及び光透過性材料の透明な部
分だけが目に見える。暗い不透明のマスク層は、エレクトロルミネセントインクシステム
及びその後適用される図案層を遮る。図案層は、典型的には、エレクトロルミネセントイ
ンクシステムから遠い側の、光透過性材料の側面の前に適用され、或いは配置される。光
透過性材料の、印刷されていない部分は、透明な場合、典型的には、他方の側からパネル
を通した良好な視界を可能にするように、十分な大きさを有し、また、十分に緊密に配置
される。
【００１３】
　第１の導電性母線は、印刷パターン導電性インク層の要素、典型的には印刷パターンの
ラインを接続するように印刷され、あるいは適用される。印刷パターン導電性インク層の
要素は「銀の後板」と呼ばれることがある。それらの要素は、一個の第１のコネクターに
接続されて、電源に接続される。第２の導電性母線は、第１の母線及び印刷パターン導電
性インク層から電気的に絶縁され、一様な導電性インク層を第２のコネクター、よって、
電源に接続するように、印刷され、あるいは適用される。これは、典型的には、第２の導
電性母線が印刷パターンを囲み、且つ印刷パターンから一定間隔で隔離されるように該第
２の導電性母線を印刷することによって達成される。母線及び電気的なコネクターは典型
的には銀のインクを含む。
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【００１４】
　オプション的には、第１及び／又は第２の導電性母線は、パネルの他方の側にとって一
貫した可視の印象を提供するために、暗い不透明な、典型的には黒い、マスク層と重ね刷
りされる。
【００１５】
　適切な電圧及び周波数の電流が、印刷パターン導電性インク層及び一様な導電性コーテ
ィングに印加される場合、中間層のエレクトロルミネセントインク（或いはけい光体）は
光を放射する。光は、一様な導電性コーティング及びその透明なキャリアー膜またはシー
ト材料を通して伝搬される。
【００１６】
　このアセンブリ全体は、「ＥＬランプ」として知られている。
【００１７】
　例えば、けい光体、誘電体、又は導電性の銀インクのエレクトロルミネセントインクシ
ステムは、溶剤型のもの（例えば、デュポンからのＬｕｘｐｒｉｎｔ（登録商標）インク
）、あるいは紫外線硬化型のもの（例えばＮｏｒ－ＣｏｔｅからのＥＬＧＴＭシリーズの
インク）であることができる。
【００１８】
　印刷されたＥＬインクシステムを保護し、かつ導電性表面をすべて電気的に絶縁するた
めに、ＥＬランプの印刷された側面は、クリアな接着剤（例えば、Ｍａｄｉｃｏからのオ
ーバーラミネート膜０１－０７０）を取り入れた、透明で電気的に絶縁の膜によってオー
バーラミネートされることができる。この保護的なオーバーラミネートは、反対側の視聴
者が印刷されている部分間のクリアで透明な部分を通って見ることができるように、十分
にクリアであり、且つ、そうとなるように適用される。代替的に、或いは追加的に、ラミ
ネートされているかいないかに拘わらず、ＥＬランプの導電性の側面は、構造全体に電気
絶縁及び透明な半硬式の支持の両方を提供する支持シート、典型的には、透明な半硬質の
プラスティックシート材料、例えばカストアクリル（cast acrylic、ＰＭＭＡ）に張り付
けられることができる。
【００１９】
　典型的なエレクトロルミネセントインク（「けい光体」インク）は、照明されなかった
ときには、例えばピンクの色相を帯びて、色的には非白色である。ＥＬランプに直接に適
用された、或いはＥＬランプの前に配置された図案層の認知された色に対する非白色の視
覚的な影響を低減するために、過渡的なインク層、典型的には、乳白色のインク層は、オ
プション的に、典型的には印刷パターンと実質的に位置合わせされて印刷パターンの範囲
内の光透過性材料の表面上に印刷される。この表面は、一様な導電性コーティングから遠
い側の面である。オプション的には、そのような過渡的なインク層は、図案パネルと呼ば
れる図案層が適用されている光透過性材料の別のシート、典型的には別の透明な膜層の上
に印刷される。この図案パネルはＥＬランプの一方の側面に付着され、或いは配置される
。いずれの場合も、好ましくは、乳白色の層は、暗い不透明なマスク層のエッジを越えて
該マスク層をオーバーラップしないように印刷され、或いは配置される。こうすることよ
って、ＥＬパネルが他方の側から見られた場合、乳白色の層は依然として目に見えないこ
とが確保される。
【００２０】
　オプション的には、図案像は、適切な溶剤型或いは紫外線硬化型の半透明のグラフィッ
クインクを使用して、ＥＬランプの印刷パターンと位置合わせされて、光透過性材料の塗
布を施されていない側面の上に印刷される。代替的に、図案像は、適切な水性溶剤型ある
いは紫外線硬化型の半透明のグラフィックインクを用いて、光透過性材料の塗布を施され
ていない側面に適用される、別の適切な光透過性材料のシート上に印刷される。この別の
シートは、例えば、透明な自己接着性の膜、例えば、自己接着性のポリエステルフィルム
であることができる。代替的に、図案は、ＥＬランプの印刷パターンと位置合わせされ、
且つ印刷パターンの形にカットされている、光透過性材料の塗布を施されていない側面に
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適用された自己接着性の膜、例えば自己接着性のビニールフィルムの態様を有することが
できる。代替的に、上記の方法の任意の一つを使用して、図案像をＥＬランプの印刷パタ
ーンと位置合わせさせながら、該図案像を別のシートの光透過性材料に適用する。この別
のシートの光透過性材料は、典型的には透明で、続きにＥＬランプに隣接して配置され、
好ましくはＥＬランプと接触して配置される。図案層は、ランプ自体の一体部品ではない
が、ＥＬランプの一方の側面の前に配置され、好ましくはＥＬランプの一方の側面と直接
に接触して配置される。このような図案層を備えた別個の図案パネルの使用は、ＥＬラン
プ自体に影響を及ぼさないようしながら図案像の交換を促進する。そのような構成は、例
えば、ショーウィンドウ中の異なる製品あるいはサービスを広告するために図案が規則的
に交換されることになっている場合、特に有益である。いずれの場合においても、図案が
暗い不透明なマスク層の端を越えてオーバーラップせず、その結果、パネルが他方の側か
ら見られたときに依然として図案が目に見えないことが確保されるように、図案は印刷さ
れ、または位置されるべきである。
【００２１】
　エレクトロルミネセント単向視認パネルから得られた横断面が、他方の側面に一様な導
電性コーティングでコーティングされた上記光透過性材料のシートを含み、該シートが２
つの外側のエッジ、及び印刷パターンを含む。上記印刷パターンが、上記シートの一部の
上に配置され、上記導電性コーティングに直接に適用される。上記印刷パターンが、エレ
クトロルミネセントインク層、誘電体インク絶縁層、及び導電性インク層を含む少なくと
も３つの層を含む。上記横断面が、上記シートの印刷されている部分及び上記シートの印
刷されていない部分を交互に含む。印刷されている部分の各々が、２つの外側のエッジを
有する。複数の印刷されている部分の各々が、上記エレクトロルミネセントインク層の一
部、上記誘電体インク絶縁層の一部、及び上記導電性インク層の一部を含むように、構成
され配置される。上記複数の印刷されている部分の各々が、上記エレクトロルミネセント
インク層の上記一部の２つの外側のエッジ、上記誘電体インク絶縁層の上記一部の２つの
外側のエッジ、及び上記導電性のインク層の上記一部の２つの外側のエッジを含む。上記
複数の印刷されている部分の各々において、上記誘電体インク絶縁層の上記一部が、上記
エレクトロルミネセントインク層の上記一部及び上記導電性インク層の上記一部の間に配
置され、上記エレクトロルミネセントインク層の上記一部の上記２つの外側のエッジ及び
上記導電性インク層の上記一部の上記２つの外側のエッジがそれぞれ、上記誘電体インク
絶縁層の上記一部の上記２つの外側のエッジ内に配置され、複数の上記印刷されている部
分の上記２つの外側のエッジの間の平均幅が、１センチメートル未満である。
【００２２】
　ＥＬランプに電力を供給するために使用される電気系統の根本的なコンポーネントは、
「インバータ」である。インバータは、指定の規格の直流入力電圧を取り入れ、それを、
ＥＬランプに適切な光出力及び寿命をもたらす指定の交流電圧及び周波数に変換する。イ
ンバータの入力電圧は、典型的には、（直接にバッテリから、あるいはトランスを介して
主電源からの）５ｖ～２４ｖのＤＣであることができる。インバータの出力電圧は４０ｖ
～２２０ｖのＡＣであるが、典型的には６０ｖ～１２０ｖの範囲内にある。また、インバ
ータの出力周波数は５０～３０００Ｈｚ間であることができるが、典型的には４００～８
５０Ｈｚの範囲にある。
【００２３】
　次の規則が一般にＥＬランプの特性に当てはまる：
　（ｉ）インバータの出力電圧が高いほど、光の出力は大きい、
　（ｉｉ）インバータの出力周波数が高いほど、光の出力は大きい、
　（ｉｉｉ）インバータの出力周波数が高いほど、光の出力は「より青い」、
　（ｉｖ）インバータの出力周波数が低いほど、光の出力は「より緑」、
　（ｖ）初期の光出力が大きいほど、ランプの寿命は短い（一般に「半減期」と呼ばれる
この「寿命」は、典型的には、最初の照明レベルの半分のレベルに達するまでの時間とし
て計測される）。
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【００２４】
　ＥＬランプができるだけ効率的に動作し、聞えるノイズを最少に放出することを保証す
るために、インバータのサイズは、ＥＬランプの印刷された領域によって決定される。パ
ネルの領域が大きいほど、要求されるインバータからの出力は大きい。
【００２５】
　観察者が他方の非図案側からパネルの透明な部分を透視することができるのをシースル
ーのグラフィックパネルが必要とするので、また、印刷された領域がその非図案側から暗
い不透明なパターンと見なされている場合に最も視覚的に効果的なので、従来の「バック
ライト」技術、例えば従来の「光ボックス」を使用することによって、パネルの他方の側
から該図案を照明することは可能ではない。本発明は、光源をパネルと一体にし、且つ、
光源を暗い不透明なマスク層及び図案像の間に閉じ込めることを可能にする。こうするこ
とによって、観察者がＥＬパネルの他方の側から透明な印刷されていない部分を透視する
ことを依然として可能にしながら、図案の背後から印刷パターン層の内部で該図案を照明
することができる。
【００２６】
　オプション的に、ＥＬランプは、多くの離散的な、電気的に独立した領域、「タイル」
あるいはセクションとして構築される。各セクションはそれぞれ、他のセクションから電
気的に絶縁されながら、制御系に接続されて、各セクションが別々に、あるいはセクショ
ンの任意の組み合せでランプ全体の照明を可能にする（ランプの個々のセクションをすべ
て同時に照明する）。オプション的には、セクションは所定の順序で照明される。ＥＬラ
ンプの個々のセクションの配置及び照明順序は、オプション的には、所定の順序またはパ
ターンで図案の一部を照明するために使用され、よって、照明されているディスプレイの
視覚的なインパクト及び／又は効果的なコミュニケーションを強める。
【００２７】
　ＥＬパネルへの電力は、手動であるいは制御系によってコントロールされる。制御系は
、好ましくは以下の幾つかの手段のうちのいずれか１つによって自動的に活性化される。
それらの手段は、例えば、予め決められた間隔でパネルを照明する時限装置、或いは低い
アンビアント・ライティング（例えば日没後）の時間帯にパネルを照明する感光デバイス
、或いは人がパネルを通り過ぎ、またはパネルへ近づいているときにパネルを照明する動
き検出デバイス、或いはこれらのデバイスの任意の組み合せでありうる。例えば、自動的
に開閉のガラス戸あるいは隣接の窓に張り付けられた本発明のパネルは、ドアの自動開閉
を活性化する近接センサと同一のセンサによって有利に活性化される。このようにして、
ドアを通って入る人の注意は、エレクトロルミネセント標示に自動的に引きつけられる。
【００２８】
　本発明をより容易に理解するために、以下にて、特定の実施の形態を、添付の図面を参
照しながら説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　添付の図面において、直線の印刷パターンは例示目的に使用されているだけである。印
刷パターンは、光透過性材料を、母線によって接続される複数の離散的な印刷された領域
及び／又は複数の印刷されていない領域に分割する任意のパターン、例えばネットまたは
金銀線細工のパターンであり得る。印刷された領域は、例えば任意の配向の直線、角を成
している線（例えばシェブロン、或いはジグザグ）、あるいは曲線、例えば一連の半円或
いは正弦曲線であり得、各ライン（線）は、母線への途切れず電気的に絶縁された接続を
有する。
【００３０】
　図面は比例的ではない。例えば、印刷パターンのラインは、明瞭さのために、その場合
の典型的なサイズよりもより大きな比例幅をもって示されている。実際のライン或いは他
の印刷パターンの要素の幅は典型的には１ｃｍ未満であり、好ましくは５ｍｍ未満であり
、より好ましくは３ｍｍ未満である。印刷パターンは、典型的には、パネルの５０％の領
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域（例えば、ラインの幅が２．０ｍｍ、センター間が４．０ｍｍのパターン）からパネル
の８０％の領域（例えば、ラインの幅が３．２ｍｍ、センター間が４．０ｍｍのパターン
）をカバーする。
【００３１】
　図１～図９は、一方（正面）の側から可視の図案を有する単向視認エレクトロルミネセ
ンスパネルの代表的な要素を示している。パネルは、他方（背面）の側からはきれいに透
視されることができる。
【００３２】
　図１は、光透過性材料のシート１０を示している。シート１０は、典型的には、透明で
、例えば、一様な電導性コーティング１１によりコーティングされたポリエステルフィル
ムである。このコーティングは、典型的には、他方の側面の上の、クリアで透明な導電性
のインジウム酸化錫（ＩＴＯ）コーティングである。商業上入手可能な予め塗布を施され
た光透過性材料の１つはＴ－Ｍｏｘ（ＩＳＴ／Ｂｅｋａｅｒｔの登録商標）である。その
上には、エレクトロルミネセントインク層（可視でない）が印刷パターン２の形をして印
刷される。エレクトロルミネセントインク層の上には、誘電体インク絶縁層（可視でない
）が重ねられ、さらに、誘電体インク絶縁層の上には、印刷パターン導電性インク層１４
が重ねられる。例えばけい光体、誘電体及び導電性の銀インクのエレクトロルミネセント
インクシステムは、溶剤型のもの（例えばデュポンからのＬｕｘｐｒｉｎｔ（登録商標）
インク）、あるいは紫外線硬化型のもの（例えばＮｏｒ－ＣｏｔｅからのＥＬＧＴＭシリ
ーズのインク）であってもよい。ラインの印刷パターン２は、印刷パターンのラインの個
々の端を接続する複数の第１の導電性母線４を有する。ＥＬランプ「後部」４０上の第１
のコネクター６は、印刷パターン導電性インク層１４を電源へ接続する。第２の導電性母
線５は、ラインの印刷パターンを囲み、且つ、ラインの印刷パターンから一定間隔を隔て
て配置され、なお、第２のコネクター７によって導電性コーティングを電源に接続する。
光透過性材料１０を貫通するオプション的なホール５９は、ＥＬランプに図案パネル、即
ち、図案を載せた第２の透明材料のシートを自由に位置合わせする幾つかの代替手段のう
ちの１つである。
【００３３】
　図２は、図１と同一の、パネルの背面（他方）の側からのエレクトロルミネセントラン
プ８のビューであり、オプションの暗い不透明なマスク層１５を示している。マスク層１
５は、典型的には黒く、印刷パターン２の範囲内のエレクトロルミネセントインクシステ
ム（可視でない）、第１の導電性母線４及び第２の導電性母線５（可視でない）の上に重
ねられており、光透過性材料１０の残りの透明な部分を通した良好な透視を可能にする。
暗い不透明なマスク層１５は、エレクトロルミネセントインクシステムが溶剤型である場
合には、溶解力のあるインクであり、また、エレクトロルミネセントインクシステムが紫
外線硬化型である場合には、紫外線硬化のものである。
【００３４】
　図３Ａは、エレクトロルミネセンスランプ８の、図１のＸ－Ｘに沿った概略的な横断面
である。ＥＬランプ８は、典型的には透明な光透過性材料１０、典型的には透明な一様な
導電性コーティング１１、及び、典型的には図１及び図２に示されるようなラインのアレ
ーの印刷パターン２の個々の部分を含む。エレクトロルミネセントインクシステムは、導
電性コーティング１１に直接に適用され、誘電体インク絶縁層１３によって重ねられてい
るエレクトロルミネセントインク層１２を含む。誘電体インク絶縁層１３はエレクトロル
ミネセントインク層１２にオーバーラップする。印刷パターン導電性インク層１４は誘電
体インク絶縁層１３の上に重ねられ、且つ、誘電体インク絶縁層１３のエッジの内側にエ
ッジとは一定間隔をもって配置され、それにより、導電性コーティング１１から印刷パタ
ーン導電性インク層１４の絶縁を確保する。オプション的な不透明の、典型的には黒いマ
スク層１５は、典型的にはエレクトロルミネセントインクシステムの層１２、１３及び１
４のすべてにオーバーラップする。オプション的には、固定ホール９は、ＥＬランプを、
図案を載せる第２の透明材料と位置合わせするために使用される。第２の導電性母線５は



(10) JP 2009-502016 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

、図１に示されているように第２のコネクター７によって導電性コーティング１１を電源
に接続し、また典型的には、暗い不透明なマスク層１５によって覆われている。
【００３５】
　図３Ｂは、ＥＬランプ「後部」４０の、図１のＹ－Ｙに沿った概略的な横断面である。
図３Ｂは、導電性コーティング１１を備えた小さな幅の光透過性材料１０、及び２つの電
気的な回路を電源に接続する手段を示している。接続手段は、誘電体インク絶縁層１３の
延長の上に重ねられた第１のコネクター６、及び導電性コーティング１１に直接に適用さ
れた第２のコネクター７である。両方のコネクターは、暗い不透明なマスク層１５によっ
て重ねられている。それは、審美的な理由でパネルの他方の側からの一貫した印象を形成
し、また、単向視認パネルのすべての部分での最上の透視視覚を可能にするためである。
母線及び電気的なコネクターは典型的には銀のインクを含む。
【００３６】
　図４は、図案に白いバックグラウンドを提供するために、光透過性材料１０の正面の側
に配置されたオプションの乳白色インク層１６を備えたＥＬランプの横断面である。この
オプションの層１６の存在理由は、照明されていない場合、典型的なエレクトロルミネセ
ントインク層１２が、特殊な色、例えばピンク、に見えることである。層１６を設けるこ
とにより、昼光の時間に見られた時、パネルは図案の所望の演色を提供する。そうしない
と、パネルは、エレクトロルミネセントインク層１２の照明されていない色によって染色
されてしまう。
【００３７】
　図５は、追加の図案層２５を備えた図４のパネルの横断面を示す図である。図案層２５
は、例えば多重色刷の図案を含み、光透過性材料１０の正面の側に適用され、オプション
的な乳白色インク層１６上に重ねられる。典型的な多重色刷図案層２５は、シアン２０、
マゼンタ２１、黄色２２、及びプロセスブラック２３の個別の適用を含み、時々ＣＭＹＫ
刷りと呼ばれる。ＣＭＹＫ色は典型的には半透明のインクであり、且つ、アセンブリの他
のすべての層が暗い不透明なマスク層１５によってマスキングされて、可能な最良の品質
の透視視覚を提供するために、暗い不透明なマスク層１５の範囲内において乳白色インク
層１６と位置合わせされて印刷される。層２０、２１、２２及び２３は、個別の「スポッ
ト」カラー、或いは複数のスポットカラー、６つの色刷、あるいは特定の図案によって要
求される任意の色の組み合せを自由に含みうる図案層２５の１つの可能な例を表す。
【００３８】
　図６ＡのＥＬパネルは、エレクトロルミネセンスランプ８の前に配置される図案パネル
９を有する。この図案パネル９は、別の光透過性材料のシート、典型的には第２の透明材
料３０を含む。この第２の透明材料３０は、典型的には、光透過性材料１０の塗布を施さ
れていない正面に接して配置される。そして、この第２の透明材料３０の正面側の上には
、図案、典型的には、図１、図２、図３Ａ及び図３ＢのＥＬランプ上の印刷パターンのラ
インに対応するラインの図案が印刷される。オプションの乳白色インク層１６は、図案層
２５を印刷する前に、印刷パターンの範囲内の第２の透明なパネル３０に適用される。図
案層２５は、４色の半透明のインク２０、２１、２２及び２３（ＣＭＹＫ）を自由に含む
ことができる。この４色の半透明のインクは、ＥＬランプの印刷パターンラインと位置合
わせされるけれども、暗い不透明なマスク層１５のエッジの外側にはオーバーラップしな
い。図案層２５及びオプションの白いインク層１６に使用されるインクは、典型的には溶
剤型或いは紫外線硬化型の半透明のグラフィックのインクである。
【００３９】
　オプション的には、図案層２５及びオプションの乳白色インク層１６は、図６Ｂに示さ
れているように、光透過性材料１０の正面の側に隣接している第２の透明なパネル３０の
他方、即ち背面の側に配置される。
【００４０】
　図７は図６Ａに類似している。但し、図案層２５がＥＬランプのラインと位置合わせさ
れるが、不透明なマスク層１５のエッジの外側まではオーバーラップしないように、オプ
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ションの乳白色インク層１６及び図案層２５を備えた自己接着性の膜３２は、無色透明の
感圧接着剤３１によって光透過性材料１０の正面の側に適用されている。
【００４１】
　図８のＥＬパネルは、印刷パターン２の形にカットされている、典型的にはクリアなビ
ニール（ＰＶＣ）膜の自己接着性の材料３３を有する。オプションの乳白色インク層１６
を有し、さらに、図案層２５によって重ねられている自己接着性の材料３３は、光透過性
材料１０の正面の側に適用されている。代替的に、自己接着性の乳白色ビニール（ＰＶＣ
）は、図案層２５で直接に印刷され、感圧接着剤層３１と共にカットされて、印刷パター
ン２、典型的には、ＥＬランプの印刷パターンのラインに対応するラインのパターンを形
成する。これらの自己接着性の膜のラインは、暗い不透明なマスク層１５のエッジの外側
まではオーバーラップしない。
【００４２】
　エレクトロルミネセントインクシステムが印刷された部分は、典型的には、透明なプラ
スティック膜及び／又はシート材料、例えば自己接着性のポリエステルのオーバーラミネ
ート膜（図示せず）によって保護され絶縁される。
【００４３】
　図９は、図１及び図２、並びに図３～図８のうちの任意の１つによるパネルを示してい
る。ここでは、符号「ＡＢＣＤ」によって示された図案層２５は、パネルの他方の側から
良好な透視視覚を提供するように印刷パターン２内に配置されており、パネルの正面の側
からは可視である。
【００４４】
　図１０Ａ～図１０Ｆは、要素を印刷パターン２とよく位置合わせして位置させ、且つ保
持する位置決めピン及びスプリングクリップを含む本発明の適切な標示システムの例を示
す図である。
【００４５】
　図１０Ａは、フック６４に掛かっているエレクトロルミネセント標示システムパネル３
の透視図である。フック６４は、エンドキャップ８３を備えた上側のスプリングクリップ
６０に沿って位置を調整可能である。スプリングクリップ６０は図１０Ｂに示されるよう
な位置決めピン６４を内包している。選択された電圧及び周波数の電流は、電気ケーブル
８０の端部にある「メス」コネクター８１を含むコネクターシステムによってインバータ
からエレクトロルミネセンスランプに供給される。電気ケーブル８０を介した電流のスイ
ッチオンで図案の輝度が上がるので、図案層２５は、アンビアント・ライト状態でパネル
３の正面から可視である。
【００４６】
　図１０Ｂは上側のスプリングクリップ６０の横断面を示す。スプリングクリップ６０は
、連続的な回転可能なクリップ要素６１、該スプリングクリップ６０に沿った離散的な位
置における典型的には非連続的なスプリング６３、及び、位置決めピン６４が中に挿入さ
れている連続的なクリップ要素６２を含む。位置決めピン６４は、例えば、内部に対向的
にねじを切られた（環状の横断面の）スリーブボルトの内の、ねじボルトを含み、アセン
ブリのシートのそれぞれを貫通するホール５９を通り抜けて、アセンブリのすべてのシー
トを一体に保持する。つり金具６５は、要素６２に沿って水平に調整可能である。連続的
なセクション６１及び６２は、典型的には押出しアルミニウム合金セクションからなり、
また、スプリング６３は、典型的にはばね鋼からなる。このピン位置決めのスプリングク
リップシステムは、エレクトロルミネセンスランプ８及び図案パネル９を、［透明な］オ
プションの支持シート１８及びオプションのカバーシート１９内で位置決めし、その中に
封じ込める。透明なシート１８及び１９は、例えば、アクリル、或いはｐｖｃ、或いはポ
リカーボネートプラスティックのシート材料からなり、また、典型的には密接な接触にあ
るプラスティックフィルム材料、例えばポリエステルフィルムを含むエレクトロルミネセ
ンスランプ８及び図案層９を保持するのに十分に硬い。また、エレクトロルミネセンスラ
ンプ８及び図案パネル９の印刷パターンは、図１０Ｃに示されるように、印刷されたラン



(12) JP 2009-502016 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

プ要素１７が図案層２５を効率的に照明することができるように良好に位置合わせされて
いる。オプション的には、あるいは、さらには、支持シート１８は、透明な保護膜、典型
的には自己接着性のオーバーラミネート膜を含む。このオーバーラミネート膜は、典型的
にはポリエステルからなる。
【００４７】
　図１０Ｄは、例えばアセンブリ内の図案パネル９を変更するために、パネルアセンブリ
の取り外しを可能にする位置にある回転可能なクリップ要素６１を示している。
【００４８】
　図１０Ｅは、連続的なクリップ要素６２を粘着性のシステム６８によってウィンドウ７
０へ付着させる、標示システムを使用する代替手段を示している。粘着性のシステム６８
は、例えば発泡プラスティック層６７及び感圧接着剤層６６を含む。オプション的には、
図１０Ａに示されたクリップアセンブリ６０の下部は、同様に、ウィンドウ７０に付着さ
れることができる。
【００４９】
　図１０Ｆは、ランプへの導電接続を行う導電性トラック６及び７へクリンプされている
「オス」コネクター８２を示している。図１０Ａの「メス」コネクター８１は、エンドキ
ャップ８３によって、埋め込み式のオスコネクタ８２へ差し込まれる。「オス」及び「メ
ス」コネクターを一体にクリップすることによって、インバータからランプまでの安全な
電気接続が形成されることができる。コネクターのクリップを外し、従って、電源からラ
ンプを隔離することは、図案パネル９の設置あるいは変更のための分解にとって安全な状
態にエレクトロルミネセント標示システムを置くことができる。
【００５０】
　図１１は、エレクトロルミネセンスランプの輝度（ｃｄ／ｍ２）と、電圧（Ｖ）及び電
流の周波数（Ｈｚ）との間の関係を示すグラフである。例えば、ライン５１は、１６００
Ｈｚでの、電圧の増加に伴う輝度の増加を表す。ライン５２は、４００Ｈｚでの、電圧の
増加に伴う輝度の増加を表す。また、ライン５３は、５０Ｈｚでの、電圧の増加に伴う輝
度の増加を表す。一例として、およそ４１０ｍｍ×６００ｍｍのサイズを有するパネルは
、ＦＳＴ／Ｂｅｋａｅｒｔによって提供された導電性コーティングで予めコーティングさ
れた１２５ミクロンのポリエステルフィルムを含む。ラインの幅が２．３ｍｍ、センター
間の距離が３．０ｍｍのような印刷パターンが、エレクトロルミネセントインクシステム
層：
（１）３．０ｍｍセンター間距離で１．９ｍｍ幅のエレクトロルミネセントインク層、（
２）３．０ｍｍセンター間距離で１．９ｍｍ幅の誘電体インク絶縁層、（３）３．０ｍｍ
センター間距離で１．５ｍｍ幅の銀の導電性インク層、及び、（４）３．０ｍｍセンター
間距離で２．３ｍｍ幅の黒インクによる暗い着色層、並びに、１２０Ｖの電圧を含む。上
記のようなパネルに関しては、４００Ｈｚ～７００Ｈｚの周波数が、小売り環境で実用的
な具現化のための許容できる範囲内の輝度を提供することが可能であることは既に分かっ
ている。なお、テストは以下の事項を示した。
【００５１】
　　（ｉ）１２０Ｖ、４００Ｈｚで、輝度は６５ｃｄ／ｍ２であり、「半減期」の推計が
約３，０００時間
　　（ｉｉ）１２０Ｖ、５００Ｈｚで、輝度は、８０ｃｄ／ｍ２であり、「半減期」の推
計が約２，５００時間
　　（ｉｉｉ）１２０Ｖ、７００Ｈｚで、輝度は、１００ｃｄ／ｍ２であり、「半減期」
の推計が約１，５００時間。
【００５２】
　より高い輝度出力のエレクトロルミネセントインクが既に開発されており、且つ一層開
発されると予想されることが知られている。エレクトロルミネセントインク技術における
そのような進歩は、ますます強くなる視覚的なインパクトを可能にする。
【００５３】
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　上記の何れの実施の形態においても、エレクトロルミネセンスランプは、図案を照明し
、よって、パネルの一方の側からの図案の可視性を高めながらも、パネルの他方の側から
は図案もその照明手段も目に見えない。
【００５４】
　アメリカ合衆国特許6,242,076の（Andriash）のパネルにおいては、「不透明なコーテ
ィングは、光がＥＬから漏れるのを防ぐために貫通孔（perforation）のマージンの内部
に適用される」。本発明の利点は、貫通孔も、また、パネルを通して視認を損なう光「漏
洩」を防ぐいかなるそのような不透明なコーティングも必要としないことである。それは
、上記で説明した印刷されたオーバーラップ位置合わせシステムが、先行技術のこれらの
２つの要件を克服したためである。
【００５５】
　本発明のＥＬランプを印刷する方法は、Andriashによる、アセンブリの多くのコンポー
ネントを組立てて穿孔する方法よりも費用効率が高い。当然のことながら、上記の説明さ
れた実施の形態は、例示に過ぎないことが分かるであろう。多くの修正及び変更が可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明に係るエレクトロルミネセントインクシステムを印刷された光透過性材料
、導電性インク層、第１及び第２の母線、並びにそれらの接続の、背面（他方の）側の概
略図である。
【図２】本発明のパネルの背面（他方の）側からのビューであり、エレクトロルミネセン
トインクシステムをマスキングする暗い層を示している。
【図３Ａ】ＥＬランプの横断面である。
【図３Ｂ】ＥＬランプの横断面である。
【図４】印刷パターンと位置合わせされて正面側の上に印刷された乳白色のインクを備え
たＥＬランプの横断面である。
【図５】印刷パターンと位置合わせされて正面側の上に印刷された乳白色のインク及び半
透明の図案を備えたＥＬランプの横断面である。
【図６Ａ】ＥＬランプの正面の側に接して配置された、別個の透明の材料を含む図案パネ
ルを有する本発明に係るパネルの横断面である。
【図６Ｂ】ＥＬランプの正面の側に接して配置された、別個の透明の材料を含む図案パネ
ルを有する本発明に係るパネルの横断面である。
【図７】図６に類似する横断面ではあるが、感圧接着剤層を有する別の透明材料を有する
。感圧接着剤層は、透明材料がＥＬランプの正面の側に結合されることを可能にする。
【図８】図７に類似する横断面ではあるが、ＥＬランプの正面の側に適用された、カット
されている半透明の図案を備えた自己接着性の膜を有する。
【図９】図１及び図２、並びに図３～図８のうちの任意の組み合せのパネルの正面図であ
り、図案層の介在を示している。
【図１０Ａ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
【図１０Ｂ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
【図１０Ｃ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
【図１０Ｄ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
【図１０Ｅ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
【図１０Ｆ】本発明による、パネルの要素がピン位置合わせシステムによって位置合わせ
されて、一緒にクリップされている標示システムを示す図である。
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【図１１】本発明の標示の輝度及び電圧、周波数間の関係を示すグラフである。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】 【図５】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】 【図１０Ｃ】
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【図１０Ｄ】 【図１０Ｅ】

【図１０Ｆ】 【図１１】
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